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Fig. 1 ナノポーラス金の(上)低倍率透過型電子顕微鏡
像(中)高倍率走査透過型電子顕微鏡像(下)原子
ステップの図解．

Fig. 2 ナノポーラス金のその場 CO 酸化反応の透過型
電子顕微鏡像(上)反応前(下)反応中．

Fig. 3 (上)双晶と表面がなす 3 重点(赤丸)における
表面拡散のピンニング(下)3 重点の原子消失後の表
面拡散．
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その場観察

ナノポーラス金属の触媒活性点のその場観察
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担体を有しないナノポーラス金属においても高い触

媒活性が出現することが最近明らかになり，貴金属触

媒の起源を再考する必要が生じてきた．そこで，球面

収差補正電子顕微鏡や環境制御電子顕微鏡によりミク

ロスコピックな触媒起源を明らかにした．Fig. 1 に

示すような高密度のステップが表面に存在し，活性サ

イトになっていることがわかった．そして，CO 酸化

反応中のその場観察により，Fig. 2 のように著しい

ファセット化が起こることを見いだした(1)．純 N2,
CO, O2 雰囲気下では起こらないことも確認した．ま

た，面欠陥の影響についての示唆も得られ，表面拡散

によって孔が粗大化していく過程で，双晶と表面がな

す 3 重点(Fig. 3 の赤丸)が，ピン留めサイトとして

有効であることが明らかとなった(2)．
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